
 

 

 

 

 

  卒業式の「マスク」

について、県教育委員

会より通知が出され

ました。 

「式典中は、児童生

徒や教職員はマスク

を外すことを基本と

するが、来賓や保護者

には着用を求める。」

となっております。 

ただ、最終的には個

人の判断となり、「マ

スクの脱着について

強制しない」とも強調

されています。 

本校においても通

知通りの対応で卒業

式を実施したいと考

えておりますので、ご

協力よろしくお願い

いたします。 

 

 

2/15(水)朝、図書室で小学部の校内スピーチを行いました。本日の発表者は、小学 2 年生

男子児童で「３年生になって頑張りたいこと」というタイトルのスピーチでした。 

「テストで１００点をとる、また、縄跳びで１００回飛んで、みんなにかっこいいといわ

れたいです。」と元気よく発表できました。また、そのために頑張ることも付け加えて、内容
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を詳しく発表することができてとてもよかったです。 

司会から「皆さんは次の学年でどんなことを頑張りますか。」

という質問があり、「私は、中学生なると生活リズムが変わる

ので、規則正しい生活をします。」「社会のテストを頑張りたい」

などの発表があり、すべての子どもたちが２回以上発表するこ

とができました。 

本日は一人ひとりが発表内容の理由などを付け加えて詳し

く説明できており、とても素晴らしいスピーチでした 

 

 

2/16(木)朝の時間にランチルームにおいて、職員、子ども

たちが協力して「島風 第 14 号」の製本作業を行いました。 

「おらびぜ」としては第 40 号、「島の子」としては第 76

号になります。 

本日は、約半分のページを一枚一枚取って重ねて、確認す

る作業を行いました。乾燥しているので、校長先生は、なか

なか紙がとれず大変でした。あと数回の作業が必要ですが、

完成がとても楽しみです。 

 

 

2/16( 木 )

佐賀新聞に、

加唐島の「島

つばき工房」

で、ツバキの

実 か ら 搾 油

し て い る 記

事 が 掲 載 さ

れ て い ま し

た。 

こ の 椿 油

は、化粧品の

原料として、

活 用 さ れ る

そうです。 

椿 油 を 通

し て 加 唐 島

の 魅 力 が 世

界 に 伝 わ れ

ば と 思 い ま

す。 
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